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１．組織の概要 

（１）事業所名及び代表者名 

ヒーハイスト株式会社 

代表取締役社長 尾崎浩太 

 

（２）事業所の所在地及び業務概要 

事業所名 所在地 業務概要 

本社・埼玉工場 埼玉県川越市今福 580 番地１ 精密機械製造業 

秋田工場 秋田県秋田市豊岩小山字下田 454 番地 精密機械製造業 

 

（３）事業の概要 

リニアボールブッシュなどの直動機器の設計・製造・販売 

ユニット製品などの設計・製造・販売 

エンジンパーツなどの精密部品加工 

 

（４）環境管理責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者  取締役執行役員管理部長   佐々木 宏行 

環境管理担当者  管理部 総務課        阿武 友樹  

           

電話 ：049-273-7000 

Fax ：049-273-7001 

E-mail ：hst_kanri@hephaist.co.jp 

 

（５）環境管理実施体制 
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（６）事業の規模（当社における事業年度は、４月～翌年３月） 

活動規模 単位 2020 年 2021 年 2022 年 

売上高 百万円 2,192 2,657 2,357 

従業員 ※ 人 135 128 136 

埼玉工場床面積 ㎡ 7,280 

秋田工場床面積 ㎡ 4,525 

             ※：パート社員等も含まれております 

 

（７）許認可・届出の内容 

名   称 許認可・届出先 

受水槽 川越市役所・秋田市役所 

浄化槽 川越市役所・秋田市役所 

（有機溶剤）局所排気装置 秋田市役所 

化学物質（ＰＲＴＲ） 秋田市役所 

騒音・振動規制対象：空気圧縮機 川越市役所 

蒸発乾涸装置（ﾄﾞﾗﾑﾄﾞﾗｲﾔｰ） 川越地区消防局 

 

２．対象範囲 

（１）認証・登録範囲 

以下、全組織・全活動が対象範囲 

事業所名 所在地 認証・登録範囲の該否 

本社・埼玉工場 埼玉県川越市今福 580 番地 1 該当 

秋田工場 秋田県秋田市豊岩小山字下田 454 番地 該当 

 

（２）レポートの対象期間 

表紙に記載のとおり 

 

（３）レポートの発行日 

表紙に記載のとおり 
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３．経営における課題とチャンス 

 

【事業内容】 

 当社は、1962 年（昭和 37 年）の設立以来、リニアボールブッシュのパイオニアメーカ

ーとして、常に新しいテクノロジーを追求し、多様化するニーズに応えるべく、技術力と

創造力により高品質・高付加価値製品を提供して参りました。これからも長年蓄積した固

有技術を活かし、事業の柱となるリニアボールブッシュ等の直動機器、レース用部品等の

精密部品加工、球面軸受・ポジショニングステージ等のユニット製品の３つの事業領域を

中心に新たな分野へ挑戦し、企業価値の拡大を目指して参ります。 

 

【事業をとりまく環境】 

 当年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和され、

経済活動の正常化に向け景気の持ち直し動きがみられるものの、ウクライナ情勢の長期化

による原材料価格及び光熱費・物流費の高騰、加えて円安基調の為替動向による物価上昇

傾向など、引き続き不安定な状況が続いております。 

 このような状況のもと、「不易流行」を経営方針に掲げ、経営理念等のいつまでも変化し

ない本質的な「不易」に、時代や環境に合わせて変えるべき「流行」を取り入れ、継続的

に現場改善等に取り組んで参りました。 

【事業と環境のかかわり】 

  当事業では、環境関連製品を開発、製造をしており、製品の軽量化・スリム化など、

製品輸送上の排気ガス低減、装置の可動負荷の軽減による省エネ効果を実現しています。 

 

 

 

  主な環境配慮製品を紹介いたします。 

 

 

① Utility Track Ball（ＵＴＢ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端面の押え部分を樹脂化し 

約 30％の軽量化に成功 

しました。 

 

課題であった嵌合強度を 

確保しました。 
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②ハイブリッドフランジリニアボールブッシュ（ＪＦＫ－） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ポジショニング・ステージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当社は、これらの環境関連製品の販売を推進していくことが課題であり、今後の事業

機会として捉えています。 

 

ＪＦＫ－は、３Ｄプリンタをはじめ 

多様な産業機器に活用されています。 

自社開発の３Ｄプリンタ（非売品） 

フランジ部分を樹脂化し 

約 25％の軽量化に成功 

しました。 

 

課題であった樹脂と金属の 

接合強度を確保しました。 

（従来の製品） 

 

超薄型構造により 

装置を小型化することで 

輸送時の二酸化炭素排出量削減 

稼働エネルギーコストの削減に 

貢献しています。 

 

また、表面処理を RoHS 仕様とし 

環境負荷を低減しています。 

（開発製品・ＪＦＫ－） 
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４．環境経営方針 

 

+

＜基本方針＞ 

ヒーハイスト株式会社は、『義の心』を経営理念に掲げ、価値を創造する個性ある

集団として、創業以来約半世紀に亘る固有技術と独自性を生かして“価値の創造”

に努めます。企業の社会的責任として、全ての事業活動を行う中で、地球環境保全

と資源の有効利用への取り組みを推進するため、環境マネジメントシステムを構築

し、継続的な改善を行い、企業価値の向上と環境負荷の低減に努めます。 

 

＜行動指針＞ 

１． 全ての事業活動において、以下の環境負荷低減活動を推進します。 

   ・二酸化炭素排出量の抑制。特に電力使用量の削減を重点管理 

   ・廃棄物の抑制、ゴミの分別による再資源化の推進 

   ・水使用量の抑制、化学物質使用の抑制、環境配慮製品の開発と販売 

 

２． 環境関連法規、その他環境に関する要求事項を遵守します。 

 

３． 全ての生産活動において、環境影響の少ない製品づくりを推進します。 

 

４． 取引先等、外部の利害関係者とのコミュニケーションにより、環境保全活動を 

 協力して推進します。 

 

５． 環境経営目標を設定して実施、評価、継続的改善に努めます。 

 

６． 全社的な環境活動の一環として、全社員に対して教育・訓練及び改善活動を 

 実施します。 

 

７． 環境に関する情報は、適時、公表開示します。 

   

 

作成：2009 年９月８日 

改定：2020 年７月１日 

 

ヒーハイスト株式会社 

代表取締役社長 尾崎浩太 
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５．環境経営目標と達成評価＜目標は前年実績の１％以上向上を原則としています。＞ 

電力使用量については、2018 年度より 

その他の指標（販売に関する指標を除く）についても、2020 年度より原単位での評価としています。 

  原単位 ＝ 使用量・排出量等 ÷ 操業度（時間） 

① 二酸化炭素排出量（電力使用量と化石燃料使用量の合計）【単位：kg / h（操業時間）】 

※二酸化炭素の排出係数は以下の数値を使用しております。 

 電力使用量：本社・埼玉工場…0.425kg-CO2/kWh     秋田工場…0.473kg-CO2/kWh 

 燃料使用量：ガソリン…2.320 kg-CO2/Ｌ   灯油…2.490 kg-CO2/Ｌ 

   液化石油…1.574 kg-CO2/Ｌ   軽油…2.619 kg-CO2/Ｌ 

（参考として、二酸化炭素排出量の総量は以下となります。【単位：kg】） 

 

 （１）電力使用量削減【単位：kWh(電力使用量) / h（操業時間）】 

 

 （２）化石燃料排出量削減【単位：Ｌ/ h（操業時間）】 

 

② 廃棄物排出量の削減 

(１) 一般廃棄物の削減【単位：kg / h（操業時間）】 

 

(２) 産業廃棄物の削減【単位：kg / h（操業時間）】 

 

 

 

実績 

2021 年度  

目標 

2022 年度 

実績 

2022 年度 
評価 

目標 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

5.30444 5.19981 5.25263 × 5.09684 4.99593 

目標 

2021 年度 

実績 

2021 年度 

目標 

2022 年度 

実績 

2022 年度 

目標 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

809,858 960,572 950,968 1,033,389 941,454 932,036 

実績 

2021 年度  

目標 

2022 年度 

実績 

2022 年度 
評価 

目標 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

11.53284 11.41952 11.54957 × 11.19344 10.97184 

実績 

2021 年度  

目標 

2022 年度 

実績 

2022 年度 
評価 

目標 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

0.04916 0.04827 0.03485 ○ 0.04731 0.04637 

実績 

2021 年度  

目標 

2022 年度 

実績 

2022 年度 
評価 

目標 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

0.02084 0.01983 0.01861 ○ 0.01943 0.01904 

実績 

2021 年度  

目標 

2022 年度 

実績 

2022 年度 
評価 

目標 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

0.53498 0.52442 0.58560 × 0.51403 0.50385 
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③ 水使用量の削減【単位：ｍ3 / h（操業時間）】 

 

④ 化学物質使用量の削減 

(１) 洗浄用ジクロロメタン使用量の削減【単位：kg / h（操業時間）】 

 

(２) 洗浄用灯油使用量の削減【単位：L / h（操業時間）】 

 

⑤ 自らが生産・販売・提供する製品・サービスに関する項目 

※目標値については、経営上の重要な機密情報となるため、公表は控えさせていただきます。 

 (１)環境配慮製品の販売推進【単位：個】 

 (２)経営方針による小径製品販売数【単位：個】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績 

2021 年度  

目標 

2022 年度 

実績 

2022 年度 
評価 

目標 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

0.01973 0.01934 0.00987 × 0.01894 0.01856 

実績 

2021 年度  

目標 

2022 年度 

実績 

2022 年度 
評価 

目標 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

0.01239 0.01212 0.01074 ○ 0.01187 0.01164 

実績 

2021 年度  

目標 

2022 年度 

実績 

2022 年度 
評価 

目標 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

0.07205 0.07059 0.05781 ○ 0.06919 0.06782 

実績 

2021 年度  

目標 

2022 年度 

実績 

2022 年度 
評価 

目標 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

208,931 229,824 313,047 ○ ― ― 

実績 

2021 年度  

目標 

2022 年度 

実績 

2022 年度 
評価 

目標 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

1,657,680 1,823,448 1,081,938 × ― ― 
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６．環境経営計画 

取組項目 具体的活動内容 

実
施
部
門 

2022 年４月～2023 年３月 

取組結果の評価 

上段：当年度の取組結果 

下段：次年度の取組 

A.電力使用量削

減 

・機械ごとのスタートをずらし、 

初動電力を抑え、安定稼働に 

よる電力平準化 

・各所ｴｱｺﾝの適正な使用 

扇風機の有効活用 

ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの推進 

ドアの開放厳禁の徹底 

・不要な照明の消灯 

・PC 待機電力の削減 

・ｴｱｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの負荷削減及び 

効率 UP 

全
部
門 

休憩時に使用しない PC の画面及び照明を消

すことで電力使用量の削減に努めて参りま

した。また、社内掲示物によりウォームビ

ズ・クールビズを推進し、エアコンと扇風機

を併用することで空気の循環を行って参り

ました。 

電力使用量は目標値を上回っており、機械稼

働時間は目標時間を上回っていたが、原単位

での目標は未達成となりました。 

新工場棟が増設され、機械も増えるため、各

機械のスタートをずらすことで初動電力を

抑え、安定稼働による電力の平準化を進めて

参ります。 

B.化石燃料使用

量削減 

・加工品の洗浄の効率化 

・社用車の効率的な移動 

・社用車のハイブリッド化推奨 

・車両の低燃費走行(エコ運転) 

全
部
門 

埼玉工場と秋田工場間での移動に社用車を

使用していましたが、リースアップのタイミ

ングでハイブリッド車への乗り換えを行い、

ガソリンの使用量を削減することができま

した。また、外部講習で得た情報を共有し、

エコドライブを推進して参りました。 

化石燃料使用量は目標値を下回っており、機

械稼働時間が目標時間を上回ったため、原単

位での目標は達成となりました。 

社用車のハイブリッド車への乗り換え検討、

エコドライブの推進により、化石燃料による

二酸化炭素排出量の削減を検討して参りま

す。 

C. 一般廃棄物

のリサイクル

品を除く総廃

棄物の排出量 

・ごみの排出量抑制の推進 

・ごみ分別の推進による 

リサイクル率の向上 

・ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化による紙の排出の 

削減 

全
部
門 

社内文書のペーパーレス化を進め、使用する

紙の排出量の削減を進めて参りました。ま

た、機密文書の回収を古紙リサイクル業者に

依頼することで、環境負荷低減を図っており

ます。当社で利用するトイレットペーパー及

び紙タオルはリサイクル品を使用しており

ます。 

一般廃棄物排出量そのものは目標値を上回

ることもありましたが、機械稼働時間が目標

時間を上回ったため、原単位での目標は達成

となりました。 

社内文書のペーパーレス化をさらに進める

ことで、紙の排出量の削減も進めていきま

す。また、シュレッダーの使用を控えること

で、古紙のリサイクル化を進めて参ります。 
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取組項目 具体的活動内容 

実
施
部
門 

2022 年４月～2023 年３月 

取組結果の評価 

上段：当年度の取組結果 

下段：次年度の取組 

D. 産業廃棄物

のリサイクル

品を除く総廃

棄物の排出量 

・ごみ分別の推進による 

リサイクル率の向上 

・木パレットによる部材納入後 

 の返却等による廃棄量削減 

全
部
門 

木パレットの使用状況を見直し、部材納入時

に使用される木パレットの返却や再利用を

行うことで、廃棄量の削減を行ってまいりま

した。しかし、機械が増え生産量が増加した

ことにより、廃油の出る頻度が上がっており

ます。 

機械稼働時間は目標時間を上回ったが、産業

廃棄物排出量が目標値を上回っていたため、

原単位での目標は未達成となりました。 

木パレット使用改善を行い、廃棄量のさらな

る削減を行って参ります。また、機械油の廃

棄は操業度に連動するため、計画的に安定し

た生産を行い、それ以外の廃材の発生を抑え

つつ、可能な限り可燃ゴミや資源ゴミに分別

していく取組を推進して参ります。 

E.水効率的利用 

・使用頻度の高い流し台に 

節水の呼びかけ掲示 

・モップ洗い時の工夫 

全
部
門 

使用頻度の高い手動の流し台に、節水の呼び

かけを掲示することで、社員に対する節水の

呼びかけを行っております。しかし、社員増

による水使用の増加及び埼玉工場で発生し

た漏水により、水使用量は増加しています。

使用量が目標値を上回ることもありました

が、機械稼働時間が目標時間を上回っていた

ため、原単位での目標は達成となりました。 

引き続き節水を促していきますが、コロナ感

染防止対策のため、手洗いうがいは継続する

ため、多少は節水活動が犠牲になってしまう

場合があります。 

F. 洗浄使用 

ジクロロメタン

使用量の削減 

・洗浄中の缶の開けっ放し、 

移し替え時のこぼれをなくす 

・洗浄方法の工夫による使用量 

削減 

・代用品の検討 

秋
田
工
場 

ジクロロメタン使用時に無駄な消費が無い

ように取り扱いに注意しておりました。ま

た、洗浄方法を工夫することで、使用量の削

減に努めて参りました。 

使用量が目標値を上回った月もありました

が、年間集計での目標値を下回っており、機

械稼働時間が目標時間を上回ったため、原単

位での目標は達成となりました。 

スマート生産プロジェクトより、生産数を計

画的に上げていきます。また、洗浄方法の見

直しを行うことでさらなる改善を進めてい

きます。 
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取組項目 具体的活動内容 

実
施
部
門 

2022 年４月～2023 年３月 

取組結果の評価 

上段：当年度の取組結果 

下段：次年度の取組 

G. 洗浄使用の

灯油使用量 

 削減 

・洗浄工程の見直しによる 

使用量削減 

秋
田
工
場 

洗浄方法の工夫を進めることで、灯油の使用

量の削減に努めてまいりました。また、作業

者の負担を軽減することで、作業効率の改善

も行ってまいりました。 

使用量が目標値を上回った月もありました

が、年間集計での目標値を下回っており、機

械稼働時間が目標時間を上回ったため、原単

位での目標は達成となりました。 

スマート生産プロジェクトより、生産数を計

画的に上げていきます。また、洗浄方法の見

直しを行うことでさらなる改善を進めてい

きます。 

H. 環境配慮製

品の販売推進 

以下の環境配慮製品の販売推進 

・ﾐﾆﾁｭｱﾎﾞｰﾙねじｽﾌﾟﾗｲﾝ(BSSP) 

・ｽｰﾊﾟｰｽﾘﾑﾌﾞｯｼｭ（SSB） 

・ﾕｰﾃｨﾘﾃｨﾄﾗｯｸﾎﾞｰﾙ（UTB） 

・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾌﾗﾝｼﾞﾘﾆｱﾎﾞｰﾙﾌﾞｯｼｭ

（JFK） 

・ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ・ｽﾃｰｼﾞ 

・圧入組付ﾀｲﾌﾟ ﾘﾆｱﾌﾞｯｼｭ 

（LMHB） 等 

全
部
門 

当年度は、新製品の量産等により、目標達成

となりました。 

次年度についても、コロナウイルスの影響で

見通しは不透明ですが、引き続き販売促進等

を進めていきます。 

I. 経営方針に

よる小径製品

販売数 

・小径直動機器の販売 
全
部
門 

当年度は、量産体制の構築等の検討に注力し

たこともあり、目標未達成となりました。 

次年度についても、コロナウイルスの影響で

見通しは不透明ですが、引き続き販売促進等

を進めていきます。 
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７．年度別環境パフォーマンス実績 

項 目 目標区分 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

A 電気使用量 
（ｋＷｈ／年） 

増加 1,776,342 1,770,503 2,088,459 2,272,206 

B 化石燃料使用量 
（Ｌ／年） 

削減 11,782 11,690 8,902 6,857 

C 一般廃棄物のリサイクル 
品を除く総廃棄物の排出量 
（kg／年） 

削減 4,760 3,554 3,774 3,663 

D 産業廃棄物のリサイクル 
品を除く総廃棄物の排出量 
（kg／年） 

増加 41,306 34,712 96,878 115,209 

E 水使用量 
（ｍ3／年） 

削減 1,706 1,510 3,573 1,942 

F 洗浄使用のジクロロメタ 
ン使用量の削減 
（kg／年） 

削減 2,555 2,500 2,244 2,114 

G 洗浄使用の灯油使用量 
削減 
（Ｌ／年） 

削減 7,612 9,542 13,047 11,375 

H 環境配慮製品の製造 
推進（個／年） 

増加 699,873 134,708 208,931 313,047 

I 経営方針による小径製品 
販売数 
（個／年） 

減少 910,319 930,319 1,657,680 1,081,938 
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８．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

 （１）環境関連法規の違反 

当社に適用される環境関連法規等については、2023 年３月 31 日に法改正を確認し遵守

状況を点検した結果、下表の通り問題ないことを確認した。 

区分 環境関連法規等名 当社該当事項 遵守状況 

廃棄物 

廃棄物処理法 

・産業廃棄物排出量削減 

・保管場所の基準遵守 

・処理業者との委託契約 

・マニファスト保管・管理 

○ 

廃掃法 ・一般廃棄物の分別収集、排出 ○ 

川越市の条例 ・廃棄物の分別収集、排出 ○ 

秋田市の条例 ・廃棄物の分別収集、排出 ○ 

資源循環 

循環型社会形成推進 

基本法 

・鉄金属資源の再資源化推進 
○ 

改正リサイクル法 
・３Ｒ原則の教育と実践 

・パソコンのリサイクル処分 
○ 

家電リサイクル法 ・使用済家電９品目の処分 ○ 

容器包装リサイクル法 
・ビン・缶・ペットボトル 

のリサイクル 
○ 

自動車リサイクル法 ・自社自動車の処分 ○ 

騒音・振動 

騒音規制法 ・空気圧縮機の届出 ○ 

振動規制法 ・空気圧縮機の届出 ○ 

埼玉県の条例 ・騒音、振動規制 ○ 

化学物質 

ＰＲＴＲ法 ・ジクロロメタンの適正管理 ○ 

劇物毒物取締法 ・劇物の適正管理 ○ 

労働安全衛生法 
・対象物のＳＤＳ管理義務 

・リスクアセスメントの実施 
○ 

土壌汚染対策法 ・有害物質施設廃止の届け出 ○ 

化審法 
・健康被害、環境汚染に影響を 

及ぼす化学物質の特定 
○ 

消防 消防法 ・危険物の指定数量内の管理 ○ 

大気汚染 

自動車 NOx･PM 法 ・排ガス適合車の使用 ○ 

大気汚染防止法 
・揮発性有機化合物の、粉塵の 

排出量の規制 
○ 

フロン排出抑制法 ・空調機器の簡易点検の実施 ○ 

オフロード法 
・排気ガス基準適合のフォーク 

リフト使用 
○ 

排水 
水質汚濁防止法 

・水質の維持管理、保守点検 

 法定点検及び清掃 
○ 

浄化槽法 ・指定検査機関の水質検査 ○ 
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（２）訴訟等 

当社の環境管理に対する利害関係者からの訴訟又は関係当局からの指摘等は過去３年

間ありません。 

外部からの苦情は活動期間中にはありませんでした。 

 

９．地域の環境関連活動への参加 

 ・工場周りの朝のゴミ拾いを実施し、地域美化に貢献しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．代表者による全体評価と見直し結果 

2022 年度は、「不易流行」を経営方針に掲げ、経営理念等のいつまでも変化しない本質

的な「不易」に、時代や環境に合わせて変えるべき「流行」を取り入れ、継続的に現場改

善等に取り組み、さらに、新型コロナウイルス感染予防等のリスクマネジメントも講じ、

供給体制を維持して参りました。顧客満足度の向上のため、営業・技術・製造の三位一体

体制の更なる強化に加え、財務面を中心とした管理部門との連携強化によるＱＣＤの追求

による顧客対応力の向上、製品力の向上、固定費・変動費の削減等を強力に推し進め、収

益の向上及び経営基盤の強化に努めてまいりました。 

環境面では、生産性や歩留り向上による省エネ効果、電力の有効活用による電力使用量

削減、社内電子化をはじめとしたペーパーレス化を中心に進め、今後も環境活動を推進し

てまいります。 

さらに、埼玉りそな銀行が取り組むＳＤＧｓ推進関連団体への寄附を通じ、外部機関と

の連携も進めております。 

また、継続してクールビズやウォームビズを推進するなど空調温度の調整による省エネ

も推進し、全社的に省エネ行動を推進することで意識を高めています。 

2023 年度は埼玉工場に新工場Ａ棟が完成し、今後のデジタル化の進展、自動化関連並び

に医療関連の需要増に対して、製品の供給に支障をきたす事がないように生産の増強を図

りながら、より一層の環境活動も進めてまいります。 
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11．環境活動の取組 

  当社は、以下の環境活動に積極的に取り組んでおります。 

 

（１）電力削減への取組 

  当社は、社内プロジェクトの一貫で、電力削減への取組を実施しております。 

具体的には、デマンド監視装置の設置、及び定期的な会議を実施しております。 

  さらに、ＬＥＤ照明への交換により節電を図りました。 

 

【デマンド監視装置】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全社的に取り組んでいる電力削減活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小集団活動による電力削減の取り組み 
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【日本テクノ株式会社による当社の省エネ取組の紹介】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）ＳＭＢＣ環境配慮評価型資金調達の認定 

   

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社の環境への取組が 

三井住友銀行に評価されました。 

（当社ホームページに掲載） 
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（３）機密文書廃紙のリサイクル 

 

埼玉県川口市にある鶴見製紙株式会社に、機密文書廃紙を持ちこむ事で、廃紙が 

トイレットペーパーに再生され、当社が再生トイレットペーパーを利用することで、 

環境負荷の低減に取り組んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃紙を投入する過程 工場見学の様子 

トイレットペーパーへの再生過程 

再生されたトイレットペーパー 成形されたトイレットペーパー 
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（４）非化学物質系洗浄機導入の検討 

 秋田工場で使用している、化学物質（ジクロロメタン）による洗浄方法を、非化学物質

による洗浄方法に段階的に切り替える計画を立てております。 

 既に本社・埼玉工場で導入済であり、秋田工場にも導入を進めております。２台ある既

存の化学物質系（ジクロロメタン）洗浄機と段階的に置き換えることにより、 終的には

化学物質の使用ゼロを見込んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）省エネ空調設備の導入 

 埼玉工場で省エネ効果のある空調設備を導入いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化学物質系の洗浄設備 

 現在も２台使用していますが、将来的には 

 設備更新により廃止の計画としております。 

非化学物質系の洗浄設備 

 新たに１台導入した洗浄機であり、将来的には 

 全面的にこちらの洗浄機に切り替えていく計画です。 
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（６）輸送用梱包仕様の改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ポジショニング・ステージは、重量に耐え、かつ精密さを保つ必要があるため、今まで

は頑丈な木製の梱包箱で輸送しておりましたが、重量に耐えて精密さを保つことが出来る

強化段ボール箱に置き換えたことで、梱包資材の軽量化で輸送上の燃費削減、リサイクル

性の高さを確保し、環境負荷低減に貢献し、お客様の満足度も得られました。 

 また、木製梱包箱の輸送後に発生していた産業廃棄物の削減にもつながりました。 

  

真上から 
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（７）防錆油の改善 

 従来の方法では製品に直接防錆油を塗り付けていましたが、防錆油につけた治具を製品

に通すことで、余分な油が出ることなく、ひとつの製品に対して使用する油の量も削減さ

れたため、環境負荷の低減に貢献しております。 

 また、製品から染み出ることも少なくなったため、製品出荷時の不良削減にもつながり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）ＳＤＧｓ推進関連団体への寄附 

 当社は、埼玉りそな銀行を通じてのＳＤＧｓ推進私募債を発行し、ＳＤＧｓ推進関連団

体への寄附を実施しました。 

 寄付先は、国立研究開発法人理化学研究所宛とし、外部機関と連携してＳＤＧｓへの取

り組みを進めてまいります。 
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（９）その他環境への取組事例 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

以 上  

現場の温度管理徹底 マイ箸持参の呼びかけ 

節水の呼びかけ エアコン節電対策 

ゴミの分別 


